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1967年、東京都生まれ。大学生だった80年代後半より日本の携
帯電話業界動向をウォッチし続け、多数の携帯電話情報誌、コン
テンツ情報誌、携帯電話情報サイトなどの立ち上げや執筆に関
わってきた。2000年、アスキーにて携帯電話情報を提供する
ニュースサイト『携帯24』を立ち上げ、同Webサイト編集長に。そ
の後、携帯電話コンテンツ業界を経て2004年に携帯電話研究家
として独立。ユーザー視点からのケータイ関連記事の執筆、解説
などをこなしている。2007年、「携帯電話の遠隔医療応用」をテー
マに博士（工学）の学位を取得。2009年、武蔵野学院大学准教授。
近著に『電話代、払いすぎていませんか？』（アスキー）、『携帯電
話業界の動向とカラクリがよーくわかる本』（秀和システム）など。
1000台を超えるケータイのコレクションも保有している。	




1.みんなスマホになってしまう？？	




ケータイ端末ラインアップ構成	
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みんなスマートフォンになってしまう？	
 

バリエーション豊かな 
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懸念事項 

•  すべてのユーザーがスマートフォンを求めていると
は限らない。 

•  本来「通話」するためのケータイを求めているユー
ザーにスマートフォンを勧めるのは無理が無いか？	


•  スマホはいわば「コンピュータ」。しかしコンピュータ
を扱えるリテラシーが不十分なユーザーまでもがス
マホを所持しつつある。（実際、トラブル増加）	


•  スマホはインターネット利用、アプリ利用とも自己責
任。通信事業者の安全担保も限界。	




Andoid搭載フィーチャーフォンの役割は重要	


Software	

007SH 

au	

IS11SH 

・ユーザーのリテラシー
を段階的に高められる。 
・スマートフォンへのシ
フトのつなぎ的役割。	




2.モバイルが向かう方向は？	




ゆりかごから墓場まで「ケータイ」構想	


•  生涯の情報の記録、生活の全てが 
ケータイで利活用可能に	


健康保険証	


電子母子手帳	


医療関連情報	


介護保険情報	


社会保障記録	


全てのデータをケータイで扱うというよりも、それぞれの機関のデータベースネットワークと
ケータイが連携し、ケータイが個人側の「情報利活用端末」として機能すればいい	


演者が大学院入
学時に研究計画
を示すために
2004年に作成し
た目論見のスライ
ドです。	




•  前掲のスライドのように、日常生活をめぐ
る様々なデータや情報が、ユーザー手元
のモバイル端末（ケータイ・スマートフォン
等）を経由するようになる。 

•  とくに、医療分野、教育分野などでの応
用も、ますます期待されるのでは？？	
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各種生体情報	


保険証 
免許証など	


各種生体情報	


診療履歴	


病歴、等	


ネットの先の 
電子カルテ 
データベースへ	


受診時にケータイから 
（を通じて）読み出し活用	


ケータイ等が個人の医療・健康情報のハブに	


電子カルテデータ	


PHR（パーソナルヘルスレコード）	




①モバイル診療予約システム	


②電子カルテと連携した自己医療・健康情報活用 
⇒いわゆる「どこでもMY病院」構想	


③救急医療における情報伝送	


④遠隔患者モニタリング・専門医間のテレコンサルテーション 
⇒医療従事者がモバイルを有効活用する事例	


病院内 
医療情報システム	


医師等	

在宅等	


医療情報分野、遠隔医療分野への 
モバイル活用が期待される	




•  入院患者を遠隔からケータイを用いてモニタリングするシステ
ム。ベッドサイドモニタから得られる波形データをリアルタイム
にケータイでチェックできる。	


モニター上の波形	
 携帯電話上の波形	


演者が考案・試作した、ケータイを用いた遠
隔医療用モニタリングシステム（2005年）	




スマートフォンやタブレットPCの登場	


• タブレットは 
通信可能な
ディスプレイ！	


• 汎用的プラット
フォームでより開発
が容易に	




どこでもＭＹ病院構想	
 



•  医療・ヘルスケア分野では、個人の医
療・健康情報をユーザー自身で閲覧、管
理、データ入力、記録するといった使い方
にシフトしていく。 

•  スマートフォンなど、モバイル端末がその
「入り口」としての重要な役割を担う。	




韓国のデジタル教科書ロードマップ	


2007年　「デジタル教科書商用化推進計画」開始（政府教 
	
 　育科学技術部）	
 

2007年　一部の小学校の5～6年生向け英語教科書をデジタ 
	
 　ル化し実験開始	
 

2008年　小学校20校で実証実験※	
 

2009年　小学校132校で実証実験（さらに、国語/英語/数学 
	
 　/社会/理科）※	
 

	
 	
 　実験と並行して、健康影響への評価なども実施	
 

2010年　インターネットで授業公開し、教員能力評価制度 
	
 　を実施、教師の情報化研修を推進	
 

2011年　すべての小中学校において英語/国語/数学のデジ 
	
 　タル教科書導入を義務化	
 

2013年　生徒1人1台のタブレット端末を導入	
 
※韓国の全小学校数は2009年時点で5829校	


情報提供：趙章恩氏（ITジャーナリスト／東京大学大学院）	




韓国の小学校（世界地理の授業）	




韓国の小学校（世界地理の授業）	




英語の授業	




英語の授業	




•  韓国ではデジタル教科書の活用など、教
育分野の情報化が進んでいるが、その
成功要因は「生徒の教育関連情報のクラ
ウド化」が進んでいた点にある。	




武蔵野学院大学では新入生全員にiPadを配布 



•  モバイル機器活用のリテラシーを向上さ
せるための教育はますます重要になる。	




ゆりかごから墓場まで「ケータイ」構想	


•  生涯の情報の記録、生活の全てが 
ケータイで利活用可能に	


健康保険証	


電子母子手帳	


医療関連情報	


介護保険情報	


社会保障記録	


全てのデータをケータイで扱うというよりも、それぞれの機関のデータベースネットワークと
ケータイが連携し、ケータイが個人側の「情報利活用端末」として機能すればいい	


例：QRコード付墓石	

石の声（株）	




ゆりかごから墓場まで「ケータイ」構想	


•  生涯の情報の記録、生活の全てが 
ケータイで利活用可能に	


健康保険証	


電子母子手帳	


医療関連情報	


介護保険情報	


社会保障記録	


例：QRコード付墓石	

石の声（株）	


診療履歴 
病歴等	


学習情報 
成績・履修
履歴など	


すべてはスマホが 
入り口に！	


行動履歴 
など	




まとめ	


•  スマートフォンの利用においては、インターネット利
用、アプリ利用ともユーザーの自己責任に。	


•  しかし、必ずしもユーザーのリテラシーは高くない。	


•  従って、ユーザーのスマホ利用における安全を確保
するためのセキュリティ関連サービスのニーズは高
まるばかり。	


•  スマホは将来、ますます個人のプライベート情報の
「ハブ」になっていく！　安全に活用するための対策
はいっそう重要に。	




ご清聴ありがとうございました	



